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コンサイメントモデル応用による
国際ＶＭＩ実装事例

松下電器産業（株）

２００７年１１月２８日
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コンサイメントモデルの位置付け（１）

計
画
情
報

個
別
契
約

出荷業務 在庫管理

所
要
供
給

予
約
注
文

確
定
注
文

出
荷
指
示

出荷タイミング
受注者業務
の委託先

受渡場所
(所有権移転)

受注者在庫
の預託先

倉庫
事業者
の使用

倉庫
選定

納品代行 ○ △ ○ ×

確定注文の納期
（必要に応じて、受
注者から倉庫への出
荷依頼あり）

受注者
→倉庫事業者

発注者の指定
場所

倉庫事業者
(外部倉庫)

○
受注者
判断

ジャスト・イン・タ
イム
（ＪＩＴ）

○ △ ○ × 確定注文の納期 －
発注者の指定
場所

－ × －

所要計画･予約注文を
活用した協業モデル、
所要計画を活用した
協業モデル

○
○

×
○ × 確定注文の納期 －

発注者の指定
場所

－ × －

社内運用 ○ △ △ × 発注者判断
受注者
→発注者

倉庫内に設定 発注者 × －

社外倉庫 ○ △ △ ○
倉庫事業者へ出荷指
示

受注者
→発注者
→倉庫事業者

倉庫内に設定 発注者 ○
発注者
判断

倉庫事業者預託
（ＪＥＩＴＡ－ＶＭＩ）

○ △ △ ○
倉庫事業者へ出荷指
示

受注者
→倉庫事業者

倉庫内に設定
(または倉庫
出し時点)

倉庫事業者
(受注者共
用倉庫)

○
発注者
指定

コンサイ
メント

預託
取引

通常
取引

ＪＥＩＴＡで想定した取引の種類ＪＥＩＴＡで想定した取引の種類
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コンサイメントモデルの位置付け（２）

計
画
情
報

個
別
契
約

出荷業務 在庫管理

所
要
供
給

予
約
注
文

確
定
注
文

出
荷
指
示

出荷タイミング
受注者業務
の委託先

受渡場所
(所有権移転)

受注者在庫の
預託先

倉庫
事業者
の使用

倉庫
選定

納品代行

ジャスト・イン・タイム
（ＪＩＴ）

所要計画･予約注文を活用した
協業モデル、
所要計画を活用した協業モデル

社内運用

社外倉庫

倉庫事業者預託
（ＪＥＩＴＡ－ＶＭＩ）

コンサイメント

預
託
取
引

通
常
取
引

ＣＢＣ－００１０ 所要計画と予約注文を活用した協業モデル
ＣＢＣ－００２０ 所要計画を活用した協業モデル

ＣＢＣ－００３０ コンサイメント協業モデル

ＣＢＣ－００４０ 預託受発注
倉庫事業者預託モデル ＣＢＣ－００５０ 倉庫事業者標準納品システム

ＣＢＣ－００６０ 倉庫事業者在庫通知

松下電器産業ニーズ（国際ＶＭＩ）

従来の受発注情報種で対応可能（運用方法次第）

新たな企業ニーズの取込み新たな企業ニーズの取込み
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コンサイメントモデルの位置付け（３）

計
画
情
報

個
別
契
約

出荷業務 在庫管理

所
要
供
給

予
約
注
文

確
定
注
文

出
荷
指
示

出荷タイミング
受注者業務
の委託先

受渡場所
(所有権移転)

受注者在庫の
預託先

倉庫
事業者
の使用

倉庫
選定

納品代行

ジャスト・イン・タイム
（ＪＩＴ）

所要計画･予約注文を活用した
協業モデル、
所要計画を活用した協業モデル

社内運用

社外倉庫

倉庫事業者預託
（ＪＥＩＴＡ－ＶＭＩ）

コンサイメント

預
託
取
引

通
常
取
引

ＣＢＣ－００１０ 所要計画と予約注文を活用した協業モデル
ＣＢＣ－００２０ 所要計画を活用した協業モデル

ＣＢＣ－００４０ 預託受発注
倉庫事業者預託モデル ＣＢＣ－００５０ 倉庫事業者標準納品システム

ＣＢＣ－００６０ 倉庫事業者在庫通知

新コンサイメントモデル
（松下電器産業ニーズ（国際ＶＭＩ）を包含する）

従来の受発注情報種で対応可能（運用方法次第）

コンサイメントモデル（Ｄｒａｆｔ）の範囲コンサイメントモデル（Ｄｒａｆｔ）の範囲
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事例概要（１）
概略フロー

海外海外（ＥＤＩＦＡＣＴ）（ＥＤＩＦＡＣＴ）

受注者海外生産子会社
（発注者）

海外預託倉庫
（保税）

輸出倉庫

Forecast

R/O・Reply

PULL指示

在庫情報

預託所要計画・回答

予約注文・予約納期回答

預託出荷実績

検収／買掛明細

預託在庫通知

搬入指示

搬入予定

生産計画

受注処理

売上処理

債権消込み出荷実績

預託入庫予定・入庫実績

預託入庫指示・納期回答

輸出梱包情報

P/O・Reply

発注者資産 受注者資産

日本国内日本国内（ＪＥＩＴＡ／ＥＣＡＬＧＡ標準）（ＪＥＩＴＡ／ＥＣＡＬＧＡ標準）

受注者（社内物流担当部門）発注者

今回の対象範囲今回の対象範囲

国
内
コ
ン
サ
イ
メ
ン
ト
取
引
（受
発
注
・請
求
支
払
い
）
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事例概要（２）
（１）海外生産子会社は社内物流担当部門へ資材発注

⇒ ＥＤＩＦＡＣＴ準拠
（２）社内物流担当部門が国内受注者と受発注を行う

⇒ ＪＥＩＴＡ／ＥＣＡＬＧＡ標準準拠
２００７年５月リリースの「コンサイメントモデル（Ｄｒａｆｔ）」

⇒ 海外製造子会社は国内受注者へ直接発注は行わない
（３）受注者は社内物流担当部門指定の輸出倉庫へ物品を入庫

・社内物流担当部門は預り資産として管理
・輸出入（通関手続、輸送等）は社内物流担当部門にて行う

（４）海外生産子会社からのＰｕｌｌ指示により出荷
・出荷時点で売買が成立する

『社内物流担当部門』とは国内における海外生産子会社からの
調達代行および輸出入業務を行う弊社内の部門
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国内取引の範囲においては国内取引の範囲においては
『『コンサイメントモデル（Ｄｒａｆｔ）コンサイメントモデル（Ｄｒａｆｔ）』』を応用してを応用して
受発注システムを構築受発注システムを構築

事例概要（３）

・海外生産子会社の視点では
社内物流担当部門を受注者としたＶＭＩ取引

・国内受注者の視点では
社内物流担当部門を発注者としたコンサイメント取引
（社外倉庫）

◆社内物流担当部門を活用した国際ＶＭＩの取組

※※今回の事例は大手受注者を対象今回の事例は大手受注者を対象
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企業ニーズ
（１）市場ニーズ変化対応力の強化

・注文した材料について『今どこに、どのような状態』で
あるのかの把握が困難

（２）材料在庫の適正化
・不要、不急在庫のＺｅｒｏ化による棚卸し資産の健全化
・ＪＩＴ納品実現による材料在庫の極小化

⇒ 物品の確保を優先し、結果不要なものを発注
⇒ 情報精度の低さから、結果ラインストップ発生
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ＥＣ標準を使ったソリューションの狙い

・「発注状況一元管理」で市場変化に連動した調達管理
・市場デマンドに連動した根拠のある在庫管理

保税倉庫
【JIT拠点】

輸出
L/T 洋上L/T

輸入
L/T 製造L/T変化対応

在庫L/T

海外製造拠点調達部門本社

集荷倉庫

部品生産L/T

社内物流担当部門受注者

1W 2W 3W 4W 5W 6W 7W 8W 9W 10W 11W 12W 13W 14W 15W 16W

受注者
海外

生産子会社

親元国内事業場調達部門

生産工程

完
成
品

出
荷

同一情報（ＥＤＩ情報と連携）、同一基準（業界標準・社内制度）による管理

変化対応在庫
では不足！？

この注文＃は
いつ着荷？

急ブレーキ！
発注残は？

来週分はAIR
で補填必要？

来週の納品は
順調？

この受注者の
納期遵守は？

洋上在庫受注者生産工程
所要変化
対応在庫

予
約

注
文

受注者 在庫
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ビジネスモデル（１：ＥＤＩフロー）

ＥＤＩＦＡＣＴ ＪＥＩＴＡ／ＥＣＡＬＧＡ標準

海外生産子会社 受注者（社内物流担当部門）発注者 受注者

ＶＭＩ倉庫

受注者在庫海外生産子会社在庫

資産
移転

予約納期回答(0712)R/O Status (ORDRSP)

P/O
Import Customs

instrucion

生産準備

出荷手配
個別契約

輸出出荷

在庫確認

売上確認

日々照合

生産手配
枠取個別契約

所要提示

生産手配依頼
枠取個別契約

ＶＭＩ在庫
確認

PULL発注
個別契約

仕入
買掛計上

納期確認

Forecast 所要計画（0201）所要連携

予約注文（0203）R/O 予約連携
（納期確認）

預託入庫指示(0714)搬入指示
（納期確認）

預託在庫通知(0710)在庫報告

出荷・請求
売上連絡

Sales I/V
買掛明細（1101）

輸出梱包(0715)

Proforma
I/V

預託出荷実績(0709)

預託入庫実績(0708)

支払い 請求
検収支払(1106)

合計支払(1108)

預託入庫納期回答(0713)

入庫確認
出荷手配

買掛連携
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ビジネスモデル（２：実装したＢＤ）1/2
ＣＩＩ情報 ｅｂ－ＸＭＬ情報

情報区分 バージョン ＢＤ－ＩＤ バージョン

新

設

改

訂
発⇔受

実
装

所要計画情報 ０２０１ ２Ｅ ＢＤＳ０１９０ Ｖ２００６Ａ－Ｒ０１

○

○

→ ○

預託所要計画情報 ０２０５ ２Ｋ ＢＤ－０２２０ Ｖ２００７Ｄ－Ｒ０１ → ─

預託補充計画情報 ０２０６ ２Ｋ ＢＤ－０２３０ Ｖ２００７Ｄ－Ｒ０１ ← ─

予約注文情報 ０２０３ ２Ｈ ＢＤＳ０２２０ Ｖ２００６Ａ－Ｒ０１ → ○

予約注文請け情報 ０２０４ ２Ｈ ＢＤＳ０２３０ Ｖ２００７Ａ－Ｒ０１ ← ─

予約納期確認情報 ０７１１ ２Ｋ ＢＤ－０５４０ Ｖ２００７Ｄ－Ｒ０１ ○ → ─

予約納期回答情報 ０７１２ ２Ｋ ＢＤ－０５５０ Ｖ２００７Ｄ－Ｒ０１ ○ ← ○

注文情報 ０５ＸＸ ２Ｈ ＢＤＳ０２１０ Ｖ２００７Ａ－Ｒ０１ → ─

注文請け情報 ０５０６ ２Ｆ ＢＤＳ０２４０ Ｖ２００６Ａ－Ｒ０１ → ─

納期確認情報 ０７０１ ２Ｅ ＢＤＳ０２７０ Ｖ２００６Ａ－Ｒ０１ → ─

納期回答情報 ０７０２ ２Ｅ ＢＤＳ０２８０ Ｖ２００６Ａ－Ｒ０１ ← ─

送品案内書 ─ ─ ＢＤ－００８０ Ｖ２００６Ａ－Ｒ０１ 受→倉 ─

ＥＣＡＬＧＡ－Ｊラベル ─ ─ ＢＤ－０２４０ Ｖ２００６Ａ－Ｒ０１ 受→倉 ─

預託入庫指示情報 ０７１４ ２Ｋ ＢＤ－０５７０ Ｖ２００７Ｄ－Ｒ０１ ○ → ○

預託入庫納期回答情報 ０７１３ ２Ｋ ＢＤ－０５６０ Ｖ２００７Ｄ－Ｒ０１ ○ ← ○

情報の種類

（ＢＤ名称）
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ビジネスモデル（２：実装したＢＤ） 2/2
ＣＩＩ情報 ｅｂ－ＸＭＬ情報

情報区分 バージョン ＢＤ－ＩＤ バージョン

新

設

改

訂
発⇔受

実
装

預託入庫予定情報 ０７０７ ２Ｋ ＢＤ－０２６０ Ｖ２００７Ｄ－Ｒ０１ ○

○

○

○

○

買掛明細情報 １１０１ ２Ｈ ＢＤＳ０４２０ Ｖ２００６Ａ－Ｒ０１ → ○

検収支払情報 １１０６ ２Ｇ ＢＤＳ０４６０ Ｖ２００６Ａ－Ｒ０１ → ○

合計支払情報 １１０８ ２Ｇ ＢＤＳ０４７０ Ｖ２００６Ａ－Ｒ０１ → ○

← ─

預託入庫実績情報 ０７０８ ２Ｋ ＢＤ－０２７０ Ｖ２００７Ｄ－Ｒ０１ → △

輸出梱包情報 ０７１５ ２Ｋ ＢＤ－０５８０ Ｖ２００７Ｄ－Ｒ０１ ○ ← ○

預託出荷指示情報 ０７０６ ２Ｋ ＢＤ－００７０ Ｖ２００７Ｄ－Ｒ０１ 発→倉 ─

預託出荷実績情報 ０７０９ ２Ｋ ＢＤ－０２８０ Ｖ２００７Ｄ－Ｒ０１ → △

検収情報 ０９０１ ２Ｈ ＢＤＳ０３５０ Ｖ２００６Ａ－Ｒ０１ → ─

預託在庫通知情報 ０７１０ ２Ｋ ＢＤ－０２５０ Ｖ２００７Ｄ－Ｒ０１ → ○

情報の種類

（ＢＤ名称）

※ＢＤのフォーマットについてＪＥＩＴＡ／ＥＣＡＬＧＡでは
ＸＭＬフォーマットとＣＩＩフォーマットをサポートしているが
今回の事例はＣＩＩフォーマットで実装今回の事例はＣＩＩフォーマットで実装
⇒ 既存ＥＤＩ基盤の有効活用
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【前提条件】
（１）単独梱包（発注者にてコンテナ詰する） を想定

（２）基本は１件の預託入庫指示情報に対し、１件の輸出梱包情報を作成
・但し、受注者都合による分割は認める。

⇒ 入庫日が２日以上に跨る、原産国が異なる、入数が異なる等
・２件以上の預託入庫指示情報を１件の輸出梱包情報にまとめることは禁止

（３）預託入庫指示情報の内容

（４）受注者が入庫する際の梱包単位

輸出梱包情報作成事例（１）

預託入庫指示番号預託入庫指示番号 発注者品名コード発注者品名コード 希望納期希望納期 数量数量

N0001 BUY_HINMEI01 12/12 20,000

標準輸出梱包単位標準輸出梱包単位 最小輸出梱包単位最小輸出梱包単位

5,000 2,500

◆預託入庫指示情報に基づき輸出梱包情報を作成する場合の事例
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輸出梱包情報作成事例（２）

預託入庫指示番号預託入庫指示番号 発注者品名コード発注者品名コード 希望納期希望納期 数量数量

N0001 BUY_HINMEI01 12/12 20,000
標準梱包標準梱包 最小梱包最小梱包

5,000 2,500

◆標準輸出梱包で一括入庫する場合

輸出輸出

梱包梱包

番号番号

入庫入庫

予定予定

日付日付

入庫入庫

指示指示

番号番号

分納分納

回数回数

品名品名
ｺｰﾄﾞｺｰﾄﾞ

輸出輸出

梱包梱包

数量数量

数量数量

単位単位
荷姿荷姿 入数入数

梱包梱包

箱数箱数

原原

産産

国国

総総

重重

量量

正味正味

重量重量
容積容積 縦寸縦寸 横寸横寸 高さ高さ

001 12/11 N0001 1 ・・・ 20,000 PC CB 5,000 4 JPN 10.5 10 8 2 2 2

BUY_HINMEI01
5,000

日本製

BUY_HINMEI01
5,000

日本製

BUY_HINMEI01
5,000

日本製

BUY_HINMEI01
5,000

日本製

輸出梱包情報

５，０００個×４箱で一括入庫

輸出梱包数量＝入数×梱包箱数
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輸出梱包情報作成事例（３）

預託入庫指示番号預託入庫指示番号 発注者品名コード発注者品名コード 希望納期希望納期 数量数量

N0001 BUY_HINMEI01 12/12 20,000
標準梱包標準梱包 最小梱包最小梱包

5,000 2,500

◆２日に跨って分割入庫する場合

輸出輸出

梱包梱包

番号番号

入庫入庫

予定予定

日付日付

入庫入庫

指示指示

番号番号

分納分納

回数回数

品名品名
ｺｰﾄﾞｺｰﾄﾞ

輸出輸出

梱包梱包

数量数量

数量数量

単位単位
荷姿荷姿 入数入数

梱包梱包

箱数箱数

原原

産産

国国

総総

重重

量量

正味正味

重量重量
容積容積 縦寸縦寸 横寸横寸 高さ高さ

001 12/10 N0001 1 ・・・ 15,000 PC CB 5,000 3 JPN 7.8 7.5 3 2 1 1

002 12/11 N0001 2 ・・・ 5,000 PC CB 5,000 1 JPN 2.6 2.5 1 1 1 1

BUY_HINMEI01
5,000

日本製

BUY_HINMEI01
5,000

日本製

BUY_HINMEI01
5,000

日本製

BUY_HINMEI01
5,000

日本製

輸出梱包情報

５，０００個×３箱を12/10に、残り５，０００個×１箱を12/11に入庫

12/10入庫 12/11入庫

輸出梱包数量＝入数×梱包箱数
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輸出梱包情報作成事例（４）

預託入庫指示番号預託入庫指示番号 発注者品名コード発注者品名コード 希望納期希望納期 数量数量

N0001 BUY_HINMEI01 12/12 20,000
標準梱包標準梱包 最小梱包最小梱包

5,000 2,500

◆原産国違いで同一日に分割入庫する場合

輸出輸出

梱包梱包

番号番号

入庫入庫

予定予定

日付日付

入庫入庫

指示指示

番号番号

分納分納

回数回数

品名品名
ｺｰﾄﾞｺｰﾄﾞ

輸出輸出

梱包梱包

数量数量

数量数量

単位単位
荷姿荷姿 入数入数

梱包梱包

箱数箱数

原原

産産

国国

総総

重重

量量

正味正味

重量重量
容積容積 縦寸縦寸 横寸横寸 高さ高さ

001 12/10 N0001 1 ・・・ 15,000 PC CB 5,000 3 JPN 7.8 7.5 3 2 1 1

002 12/10 N0001 1 ・・・ 5,000 PC CB 5,000 1 USA 2.6 2.5 1 1 1 1

BUY_HINMEI01
5,000

日本製

BUY_HINMEI01
5,000

日本製

BUY_HINMEI01
5,000

日本製

BUY_HINMEI01
5,000

米国製

輸出梱包情報

５，０００個（日本製）×３箱を12/10に、残り５，０００個（米国製）×１箱も12/10に入庫

輸出梱包数量＝入数×梱包箱数
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輸出梱包情報作成事例（５）

預託入庫指示番号預託入庫指示番号 発注者品名コード発注者品名コード 希望納期希望納期 数量数量

N0001 BUY_HINMEI01 12/12 20,000
標準梱包標準梱包 最小梱包最小梱包

5,000 2,500

◆入数違いで同一日に分割入庫する場合

輸出輸出

梱包梱包

番号番号

入庫入庫

予定予定

日付日付

入庫入庫

指示指示

番号番号

分納分納

回数回数

品名品名
ｺｰﾄﾞｺｰﾄﾞ

輸出輸出

梱包梱包

数量数量

数量数量

単位単位
荷姿荷姿 入数入数

梱包梱包

箱数箱数

原原

産産

国国

総総

重重

量量

正味正味

重量重量
容積容積 縦寸縦寸 横寸横寸 高さ高さ

001 12/11 N0001 1 ・・・ 15,000 PC CB 5,000 3 JPN 7.8 7.5 3 2 1 1

002 12/11 N0001 1 ・・・ 5,000 PC CB 2,500 2 JPN 2.8 2.5 1 1 1 1

BUY_HINMEI01
5,000

日本製

BUY_HINMEI01
5,000

日本製

BUY_HINMEI01
5,000

日本製

BUY_HINMEI01
2,500

日本製

輸出梱包情報

５，０００個×３箱を12/10に、残り２，５００個×２箱も12/10に入庫

BUY_HINMEI01
2,500

日本製

輸出梱包数量＝入数×梱包箱数
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今後の課題
（１）ＪＥＩＴＡ／ECALGA標準としての課題

（２）松下電器ＧとしてＥＤＩ実装面についての課題

今回の取り組みはＤｒａｆｔに基づいている

正式な標準書の発行

一部実装を行う予定で実装を延期したＢＤがある

ビジネスシーンの想定と実装時期の検討
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ご清聴ありがとうございました
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